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1． この会社が目指している将来の姿が理解できるか 

理解できる。 

レンゴーでは、重要課題として「Vision115」というものを掲げており、ＥＳＧ経営の推進

として、環境問題への対応、社会課題への対応、企業統治の 3 つの観点から目標や取り組

み、リスクと機会を述べている。また、持続的成長に向けた経営基盤の強化として、ＤＸの

推進についても、目標や取り組み、リスクと機会を述べている。 

これらを踏まえることで、レンゴーが目指す将来の姿が見えてくるといえる。 

 

2． この会社の現在の競争優位性が理解できるか 

やや理解できる。 

レンゴーでは、自社の強みとして 4 つの強みを挙げている。 

一つ目は、「6 つのコア事業による総合力」である。レンゴーでは、包装ニーズに対応する

ために、6 つのコア事業からなるヘキサゴン経営を推進し、その全ての事業が連携し、総合

力を高めている。 

二つ目は、「トータルソリューション」である。レンゴーでは、顧客の新商品の企画段階か

ら販売促進効果とトータルコストを考え、パッケージングの全てを、品質・コスト・環境の

3 つの最適なバランスを考えながら、総合的に提案している。 

三つ目は、「社会的課題の解決力」である。レンゴーでは、持続可能な社会の実現に向けた

努力を続けており、人にも環境にも優しいパッケージ作りは、新たな付加価値の創造につな

がっている。 

四つ目は、「グループネットワーク」である。レンゴーでは、国内外に多くの会社・工場を

展開しており、顧客のニーズにきめ細かく対応している。 

これらの強みは、レンゴーが長年の経営による組織拡大によるものであり、容易に追随でき

るものではないため、レンゴーグループの競争優位性といえると考えることができるが、競

合他社の事業規模については触れられていないため憶測の域をでないと考える。 

 

3．その競争優位性に持続性があるかどうか理解できるか 

理解できる。 

レンゴーでは、全てのコア事業に全てのコア事業においてヘキサゴン経営の一角に ふさわ

しい規模と収益性の確立することを目標に掲げており、上記のグループとしての規模をよ

り大きな物にしていけるものと思われる。 



 

4．この会社で自身の人的資本の価値向上を達成できると思うか 

思う。 

レンゴーでは、「Vision115」の中で、「人材の確保と育成（人への投資、人づくり） ＤＥ＆

Ｉの推進 安全で働きやすい職場づくり」を掲げており、実際に様々な施策が実施されてい

ると感じた。 

 

5．報告書のよかった点はどこか、どのような改善余地があるか 

会社内部のことについては、あらかじめ要点をまとめて紹介しつつ、後に各項目について詳

しく紹介するなど、読み手がわかりやすいように配慮されているように感じられてよいと

思った一方、競争優位性など、業界における自社の立ち位置については不透明なところが見

られるため、改善余地があるように思える。 

 


